


り住み良い村づく21世紀に向けた悶るく
3
月
5
日
か
ら
什
臼
ま
で
の
会
期
で
聞
か

れ
た
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
什
年

度
一
般
会
計
予
算
芯
ど
各
会
計
の
新
年
度
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
予
算
は
、
全
会
計
の
総
額
で
、

日
億

4
，8
ア
1
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
前
年
度
に
比
べ
て

8
，3
5
ア
万
円

(
1
・
5
%
)
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

平成11年4月広報たまかわ

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
弘

億

9
，
3
0
9
万
円
と
な
り
、
前

年
比
で
3
%
の
伸
び
と
な
り
ま
し

た。
今
年
度
よ
り
、
恒
久
的
な
減
税

に
よ
る
地
方
税
の
減
収
額
の
一
部

を
補
う
た
め
に
地
方
特
例
交
付
金

が
新
た
に
創
設
さ
れ
、

l
，

(0.2%) 

1万円 (0.6%)

510万円

185万円

150万円

地方特例交付金

利子部交付金

交通安全対策特別交付金

特別地方消費税交付金(0.2%) 
355万円
64万円
7万円

予稿費
諸支出金
労働費

市町村たばこ税

(6.6%) 
4，616万円

軽自動車税
(1.7%) 

1，160万円

1人当たりが納める村税

思 定 費 産 税 59，291円

市町村民税 25，041円

市目7村たばこ税 6，063円

軽自動車税 1，523円

( 1月 1日現在人口7，614人)

平成11年4月
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34億9，309万円歳入34億9，309万円歳出
34倍~9，309万円

51:意6，768万円

ム一品自支

1
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
て
増

と
な
る
主
な
も
の
は
、
村
税
、
地

方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
、
諸
収

入
な
ど
で
す
。
ま
た
、
減
額
と
な

る
主
な
も
の
は
、
地
方
消
費
税
交

付
金
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
、

繰
入
金
な
ど
で
す
。

歳
入
は
、
大
き
く
自
主
財
源

(
村
が
白
、
正
的
に
収
入
で
き
る
金
)

と
依
存
財
源
(
国
・
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
金
や
借
金
)
に
分
類
さ
れ

ま
す
c

平
成
日
年
度
一
般
会
計
を

臼
主
財
源
と
依
存
財
源
に
分
け
て

み
る
と
、
自
主
財
源
が
お
・
1
%
、

依
存
財
源
が
は
ω

・
9
%
と
な
っ
て

お
り
、
依
存
財
源
の
比
率
が
高
い

数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、
農

林
水
産
業
費
、
民
生
費
、
総
務
費

の
頗
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
福
島
空

港
周
辺
対
策
事
業
、
基
盤
整
備
促

進
事
業
、
農
林
総
合
整
備
事
業
な

ど
の
ほ
か
、
老
人
ホ

i
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
老
人
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
運
営
事
業
な
ど
の
高
齢
者
福

祉
対
策
事
業
の
経
費
、
さ
ら
に
来

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
介
護
保
険

へ
の
対
応
と
し
て
の
準
備
費
に
つ

い
て
重
点
的
に
予
算
配
分
さ
れ
ま

し
た
。ま

た
、
歳
出
予
算
を
性
質
別
に

み
る
と
「
義
務
的
経
費
」
と
『
投
資

的
経
費
』
「
そ
の
他
の
経
費
』
の
3

つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
義
務
的
経

費
は
、
職
員
や
議
員
な
ど
の
人
件

費
や
村
の
借
金
返
済
と
な
る
公
債

費
な
ど
で
す
。
投
資
的
経
費
と
は
、

普
通
建
設
事
業
費
で
、
国
・
県
か

ら
の
補
助
金
を
受
け
て
行
う
補
助

事
業
と
村
が
単
独
で
行
う
単
独
事

業
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
中

で
義
務
的
経
費
が
占
め
る
割
合

は
、
お
・
7
%
、
投
資
的
経
費
が

お
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保険

入 健

1，460万円

31:意2，519万円

11:意8.460万円

53億4，871万円

7億6.355万円保

民
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婦
問
閣
制
問

j

行
政
サ
ー
ビ
ス

は
、
ど
の
自
治
協
で
も
同
水
準
で
あ

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
留
が
地
方

自
治
体
の
財
政
事
情
に
応
じ
て
分
配

す
る
お
主
で
す
。

閣
閣
法
閣
官
冷
凍
直
崎
直
」

j

村
が

事
業
を
行
う
場
合
に
、
国
や
県
が
一
事

業
費
の
一
一
討
を
助
成
す
る
お
金
で
す

c

Z同
村 II 
のい
突l旦
金 r
で J

す長
。期

間
で
返
ご主主
ノ伺

画
矧
団
団
w
m
j
国
税
と
し
て
徴

収
さ
れ
、
一
定
の
基
準
に
よ
っ
て
地

方
自
治
知
に
譲
与
さ
れ
る
お
金
で
、

自
動
車
重
量
一
一
譲
缶
税
、
消
費
一
譲
与
税

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

属
時
間
崎
明
白

j

村
の
歳
出
の
う

ち
国
定
化
し
て
い
る
経
費
で
あ
っ
て
、

任
意
に
削
減
で
き
な
い
経
費
で
す
。

回
ハ
国
ハ
凶
閏

j

村
の
借
入
金

(
村
債
)
の
返
済
〈
孟
で
す
。

嗣
ハ
制
川
崎
出

j

社
会
保
障
制
震

の
一
環
と
し
て
、
生
活
困
窮
者
の
最

低
限
の
笠
活
維
持
や
、
生
活
向
上
を

留
る
自
的
で
支
出
さ
れ
る
お
主
で

す。

扶助費

12，341 
(3周5%)

20，972 
(6.0%) 

災害援IB補助事業費

978 
(0.3%) 

単位:万円出(性質別)母歳
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収
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
ゴ
ミ
対
策
と
し
て
平
成
日
年
度

よ
り
家
庭
用
生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入

に
補
助
を
行
う
な
ど
循
環
型
社
会

の
形
成
と
ゴ
ミ
減
量
化
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

平成11年4月

農
業

・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
国
内
外
と
も
に
大
変
厳
し
く

農
政
の
改
革
が
押
し
進
め
ら
れ
て

い
る
現
状
で
す
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
農
業
後
継
者

対
策
と
し
て
の
認
定
農
業
者
の
育

成
と
安
全
で
安
定
し
た
食
糧
の
供

給
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す。
ま
た
、
各
種
事
業
で
基
盤
整
備

さ
れ
た
優
良
農
地
が
耕
作
放
棄
や

遊
休
農
地
と
し
て
荒
廃
さ
れ
つ
つ

あ
る
現
状
を
把
握
し
て
、
そ
の
改

善
等
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
の
連

携
に
努
め
ま
す
。

農
業
振
興
の
充
実
強
化
の
た
め

の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
の

「
農
業

振
興
公
社
等
」
の
法
人
化
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

商

工

業

の

育

ペ成

伍報たまかわ

地
元
商
・
一
泊
は
、
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
商
業
環
境
の
変
化
や
消
費

者
ニ

1
ズ
に
対
応
し
た
商
庖
経
営

の
確
率
が
重
要
で
あ
り
、
商
工
会

と
連
携
し
な
が
ら
引
き
続
き
経
営

者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

平
成
ロ
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
る

介
護
保
険
に
向
け
て
、
体
制
の
整

備
や
事
業
計
画
の
策
定
、
そ
れ
に

老
人
保
健
福
祉
計
画
の
見
直
し
な

ど
、
整
合
性
の
と
れ
た
総
合
的
な

事
業
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で

す。
ま
た
、
在
宅
福
祉
事
業
で
あ
る

ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

老
人
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
各
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

充
実
強
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む

考
え
で
す
。

健
康
づ
く
り
で
は
、
今
年
度
か

ら
村
民
だ
れ
も
が
参
加
で
き
、
健

康
の
保
持
増
進
、
体
力
増
強
を
図

る
た
め
「
福
島
空
港
健
康
マ
ラ
ソ

ン
大
会
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
傾
向
の
続
く
中

乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
2
歳
延
長

し
、
満
6
歳
到
達
月
ま
で
助
成
し

子
育
て
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り

を
図
り
ま
す
。

教
育
の
振
興
と
生
涯
学
習

村
単
独
事
業
に
よ
る
外
国
人
教

平

成
刊
年
度

主
な
事
業
と
取
組
み

平
成
什
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
景
気
の
低
迷
な
ど

の
社
会
経
済
状
況
の
大
変
厳
し
い
中
に
あ
っ
て
、
地
方
財
政
も
恒
久
的

減
税
に
伴
う
地
方
税
収
の
大
幅
な
減
少
な
ど
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま

す。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
ゐ
フ
後
ま
す
ま
す
進
展
す
る
少
ヱ
J

吉
田
齢
化
、

住
民
一
一
ー
ス
の
多
様
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
徹
底
し
た
経
費
の
節

減
、
合
理
化
と
地
方
債
や
基
金
の
効
率
的
な
活
用
な
ど
を
図
っ
て
財
源

の
確
保
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
と
芯
り
ま
す
。
ま
た
、
事
務
事
業
の
厳

選
と
重
点
選
別
主
義
に
よ
る
財
源
の
効
率
的
な
配
分
に
努
め
る
こ
と
を

慕
本
と
し
て
、
今
年
度
の
予
算
の
編
成
が
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
主
な
事
業
と
取
組
み
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

師
を
招
致
し
、
国
際
交
流
を
通
し

て
語
学
力
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、
基
礎
学
力
向
上
I
D
プ
ラ

ン
事
業
の
推
進
な
ど
に
努
め
ま
す
。

玉
川
第

一
小
学
校
の
耐
震
補
強

工
事
と
大
規
模
改
修
事
業
に
も
努

め
ま
す
。

生
涯
学
習
は
、
村
民
が
参
加
し

や
す
い
体
制
を
整
え
、
「
村
づ
く

り
は
、
人
づ
く
り
」
を
理
念
に
取

り
組
み
ま
す
。

総
合
運
動
公
闇
整
備

玉

川

東

工

業

国

地

総
合
運
動
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
は
、

年
次
計
画
に
よ
り
整
備
を

予
定
し
て
お
り
、
第
一
工
堅
の
造

成
工
事
は
起
債
事
業
を
進
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
源

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
事
業
に
着

手
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

玉
川
東
工
業
団
地
は、

予
定
地

内
の

一
部
が
権
利
関
係
の
整
備
を

要
す
る
土
地
が
あ
り
、
鋭
意
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。

71く

j原

長
期
的
に
は
今
出
ダ
ム
の
完
成

が
ま
た
れ
ま
す
が
、
こ
の
間
の
水

道
用
水
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
第
二

次
拡
張
事
業
と
し
て
上
水
道
の
整

備
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
民
生
活
に
直
結
し
た
生
活
道

の
整
備
を
始
め
、
村
道

1
l
m号

線
の
延
長
県
道
昇
格
、
県
事
業
の

矢
吹
・
小
野
線
バ
イ
パ
ス
、
ト
ラ

ハ
イ
の
整
備
促
進
に
積
極
的
に
取

組
み
ま
す
。

ま
た
、
平
成
3
年
度
に
着
工
し

た
開
拓
地
整
備
事
業
(
青
井
沢
地

区
)
は
、
平
成
凶
年
度
で
改
良
率

約
卯
%
で
す
。
平
成
日
年
度
で
改

良
工
事
の
完
成
と
全
線
舗
装
を
完

了
す
る
な
ど
の
残
事
業
の
早
期
完

成
に
努
め
ま
す
。

事@主制臨ゆち (千円を四搭五入)

1億5，879万円

1億3，677万円

E農村総合整備モデル事業

・地域開発整備関連農林業対策事業6，537万円.議会議員の報酬-手当等

745万円-村商工会へ商工振興補助金1，010万円

2，034万円

-ふるさと創生事業費(中学生国内研修など)

・各種選挙費

4 

川
辺
地
区
に
続
い
て
の
第
二
計

画
の
竜
崎
地
区
は
、
平
成
日
年
度

で
管
路
工
事
筋
%
の
進
捗
で
す
。

ま
た
、
処
理
場
の
整
備
と
平
成
日

年
度
で
一
部
管
路
工
事
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

平
成
日
年
度
末
に
は
、
一
部
供

用
開
始
に
向
け
て
事
業
推
進
に
努

め
ま
す
。

ゴ
ミ
問
題
が
深
刻
化
し
て
き
た

状
況
や
厳
し
い
財
政
事
情
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
石
川
地
方
生
活
環
境

施
設
組
合
で
は
、
重
点
事
業
の
見

直
し
を
行
い
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対

策
と
し
て
、
今
年
度
よ
り
炉
の
改

修
を
行
う
一
方
、
最
終
処
分
建
設

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の

後
、
早
い
機
会
に
斎
場
建
設
に
か

か
わ
る
事
業
を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

消
費
生
活
の
様
式
の
変
化
に
伴

い
、
ゴ
ミ
の
量
は
増
加
の
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
。
平
成
問
年
度
よ

り
村
内
全
域
で
空
き
缶
及
び
空
き

ピ
ン
の
分
別
回
収
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
更
に
平
成
ロ
年
度
よ
り

ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
類
の
分
別
同

9，200万円

7，356万円

11意8，841万円

.消防施設整備(防火水槽3墓) 2，166万円

902万円

515万円

31憲7，697万円

996万円

-スクールパス運行管理費

.国際交流事業(外国青年社会教育指導員招致)

-平成11年度償還元金・利ミ子等

・介護保険準備費

.総合運動公園整備事業

橿道路維持管理事業

.道路新設改良事業

3，911万円

2，187万円

1，920万円

.国営母畑士地改良事業負担金

・団体営農道整備事業ふるさと農道整備事業

.阿武隈中部第2区域公団事業償還金

11意 974万円

2，609万円

11.意 563万円

4，885万円

2億 128万円

1，335万円

翻身体障害者・老人デイサービス事業委託

幅老人ホームへんブサービス事業委託

E重度JI:，¥身障害者への医療費朗成

-村水道事業会計への補問釜

.各種検診の委託

.石川地方笠活環境衛笠施設組合分賦金
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恒
例
の
春
の
空
港
ま
つ
り
は
、

3
月
お
日
(
日
)
に
空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
と
空
港
公
園
な
ど
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の

暖
か
い
日
差
し
に
誘
わ
れ
て
、
親

子
連
れ
な
ど
の
来
場
者
が
詰
め
か

け
ま
し
た
。

昨
年
末
に
供
用
開
始
さ
れ
た
二

五
0
0
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
の
周
り

(約
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
を
歩
く
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
空
港
公
園
内
の

の
よ
出

楽
し
む

会
場
で
は
、
地
元
特
産
物
の
産
売

や
模
擬
庖
な
ど
が
立
ち
並
び
、
大

勢
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
石
川
町
在
住
の
歌
手
菊

池
章
夫
さ
ん
(
元
阿
呆
鳥
)
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
「
マ
ッ
ク
ス
』
の

ダ
ン
ス
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
ブ
ー

ス
カ
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

空
港
ビ
ル
内
で
は
、

6
月
に
就

航
を
予
定
し
て
い
る
韓
国
と
中
国

の
航
空
会
社
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

とばだ

平成11年4月

一票は君のこ

広報たまかわ

調書議議望霊園妻霊園護国書重要iE
投票のしかた間違わないでくださいff

-
E
』
』

d
h

ヨ

敬

称

略

苗
-
u
μ
d菅
(

)
は
新
任
校

{
玉
川
第
一
小
学
校
】

〈
〉
鈴
木
文
雄
教

頭
(
石
川
小

)
O和
泉
喜
真
教
諭
(
富
田

{
川
辺
小
学
校

}
O
相
楽
里
美
教
諭
(
白

河
二
小
)
〈
〉
南
候
純
子
教
諭
(
沢
田
小
)

{
須
釜
小
学
校
〕

O
増
子
恵
美
子
栄
養

技
師
(
須
賀
川
二
中

)
O甲
斐
美
香
教
諭

(
ま
ゆ
み
小
)
〈
〉
芳
賀
マ
リ
イ
教
諭
(
塙
小
)

{
須
釜
中
掌
校
】

〈
〉
鯨
岡
忠
治
校
長

(
仁
井
田
中
)

敬
称
略

転

入

者

(

)

は

旧

任

校

【
玉
川
第
一
小
学
校
】

O
宮
西
輝
明
教

頭
(
平
田
村
社
会
教
育
主
事

)
O西
牧
泰

彦
教
諭
(
白
河
一
小
)

【
川
辺
小
学
校
】

O
土
田
呈
校
長
(
大

久
田
小

)
O小
貫
裕
美
子
教
諭
(
大
東
小
)

〈
〉
芳
賀
親
子
養
護
教
諭
(
中
容
一
小
)

{
須
釜
小
山
号
校
】

O
鈴
木
三
奈
子
栄
養

技
師
(
東
舘
小
)

{
泉
申
学
校
】
〈
〉
赤
間
忠
講
師

(新

採
用
)

{
須
釜
中
学
校
}
〈
〉
玉
山
肇
男
校
長
(
蓬

田
小
)退

職

者

{
川
辺
小
学
校
】

〈
〉
伊
藤
政
夫
校
長

村
長
選
挙
は
記
号
式

村
議
補
選
は
白
書
式
で
す

玉
川
村
長
選
挙
及
び
玉
川
村
議

会
議
員
補
欠
選
挙
は
、

4
月
初
日

に
告
示
さ
れ
4
月
お
日
(
日
)
の
投

票
と
な
り
ま
す
。

こ
の

2
つ
の
選
挙
は
、
投
票
の

し
か
た
が
全
く
違
い
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
玉
川
村
長
選

挙
の
投
票
は
、
「
記
号
式
投
票
』
と

な
り
ま
す
(
左
図
参
照
)
。
記
号
式

投
票
は
、
投
票
用
紙
に
候
補
者
の

氏
名
が
あ
ら
か
じ
め
印
刷
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
名
の
上
部

に
O
を
つ
け
る
楠
が
あ
り
ま
す
。

投
禁
し
よ
う
と
す
る
候
補
者
に
は
、

そ
の
上
部
の

O
を
つ
け
る
欄
に
鉛

筆
で

O
印
を
書
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
他
に
は
何
も
書
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。
余
計
な
記
載
が
あ

る
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙

は
通
常
ど
お
り
の
「
白
書
式
投

百
と
で
す
。
候
補
者
の
氏
名
を
鉛

筆
で
書
い
て
投
票
す
る
方
式
で
す
。

4
月
お
日
の
投
票
日
に
は
、
間

違
わ
な
い
で
投
票
し
て
、
あ
な
た

の
声
を
反
映
し
て
く
だ
さ
い
。

、、、 。を二一 玉。
っけ O 上1 量千吉l J村長H 
欄るZ かのほ 0 のを 0 

はつ 注

丙:乙3甲; 候E i f iにt i詰者it 選挙
かな O 意 ・ま又.J¥I 
いを

回だ 補措 こと っけ ー人ひi 支持

野の
るLとm に

山;
|つ

V~ 

い
者k てその氏名のE ぞ;欠じち 太た
氏し

ろ

合区~)2畳歪E選墾Il止厄2五月F南割1tz 1 部?っ 郎: 名t

L 1 

↑3人の候補者のうち、「乙田いちろうJに投票した場合

の記載例です。

聴

い
川
員

4
月
1
巳
付
・
敬
称
略

(
)
は
旧
所
属
、
職
名

{
課
長
相
当
職

}
O
税
務
課
長
(
教
育
次

長
兼
教
育
課
長
)
溝
井
義
三
八
〉
建
設
課
長

(
農
政
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
)

草
野
亀
雄
〈
〉
水
道
課
長
(
税
務
課
長
)
榊

枝
徳
夫
〈
〉
農
政
課
長
兼
農
業
委
員
会
事

務
局
長
(
水
道
課
長
)
矢
部
常
政
〈
〉
教
育

次
長
兼
教
育
謀
長
兼
公
民
館
長
(
公
民
館

長
)
石
森
春
男
〈
〉
税
務
課
主
幹
兼
税
務
課

長
補
佐
兼
賦
課
徴
収
係
長
(
税
務
課
長
補

佐
)
草
野
正
博
〈
〉
建
設
課
主
幹
兼
課
長
補

佐
兼
都
市
計
画
係
長
(
建
設
課
長
補
佐
)

熊
田
富

一
O
教
育
委
員
会
主
幹
兼
教
育

課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
(
総
務
課
長

補
佐
兼
庶
務
係
長
兼
消
防
交
通
係
長
)
鈴

木

一
夫
〈
〉
総
務
課
主
幹
兼
総
務
課
長
補

佐
兼
庶
務
係
長
(
公
民
館
長
補
佐
兼
公
民

館
係
長
)
鈴
木
孝
〈
〉
住
民
課
主
幹
兼
住
民

課
長
補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長
(
住
民
課
長

補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長
)
小
針
敬
人

【
係
長
相
当
職
】

〈
〉
健
康
福
祉
課
保
健

衛
生
係
長
(
建
設
課
都
市
計
画
係
長
)
小

針
善
栄

O
公
民
館
係
長
(
税
務
課
固
定
資

産
係
長
)
増
子
貞
美
〈
〉
泉
保
育
所
主
任

保
育
士
(
須
釜
児
童
館
主
任
保
母
)
鈴
木

キ
ク
ミ
〈
〉
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
長

兼
社
会
教
育
主
事
(
学
校
教
育
係
長
)
本

田
吉
和
〈
〉
税
務
課
固
定
資
産
係
長
(
税
務

課
賦
課
徴
収
係
長
)
溝
井
浩

一
O
須
釜

児
童
館
主
任
保
育
土
(
泉
保
育
所
主
任
保

母
)
小
針
敏
子
。
す
が
ま
幼
稚
盟
主
任
教

諭
(
い
ず
み
幼
稚
園
主
任
教
諭
)
瀬
谷
智

子
八
〉
総
務
課
消
防
交
通
係
長
(
総
務
課
、
主

地域コミュニティの殿堂

村から区ヘカギを交付

~ 

令 Z白E

1=8 

農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
竜
崎
集
会
所
が
完
成
し
、

3
月

日
日
に
同
施
設
に
て
引
渡
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
車
田
村
長
か
ら
車

6 

査
)
須
釜
信

一

【
係
員
}
〈
〉
い
ず
み
幼
稚
園
教
諭
(
す

が
ま
幼
稚
園
教
諭
)
岩
谷
幸
子
〈
〉
教
育

委
員
会
教
育
課
主
事
(
企
画
財
政
課
主

事
)
大
竹
義
紀
〈
〉
税
務
課
主
事
(
企
画
財

政
課
主
事
)
石
井
春
美
〈
〉
企
画
財
政
課

主
事
(
税
務
課
主
事
)
増
子
広
行
〈
〉
税
務

課
主
事
(
須
釜
支
所
主
事
)
塩
田
誠
〈
〉
須

釜
支
所
主
事
補
(
健
康
福
祉
課
主
事
補
)

田
村
伸
也

【
退
職
}
〈
〉
一
二
吉
隆
之
(
参
事
兼
建

設
課
長
)
〈
〉
鈴
木
フ
サ
子
(
東
部
共
同
調

理
場
調
理
員
)
〈
〉
吉
田
満
智
子
(
川
辺
小

学
校
用
務
員
)

村
新
採
用
職
員
で
す

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

塩沢賢一・24歳
園北須釜
聞企画財政課

駒木根俊彦・22歳
園中

・建設課

上 野 竜 弥・22歳
.竜崎
聞健康詣祉課

回
武
夫
区
長
へ
引
波
書
と
カ
ギ
が

交
付
さ
れ
、
竜
崎
区
へ
管
理
が
委

譲
さ
れ
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
竜
崎
字
金
掘
万
番

地
に
農
村
総
合
整
備
事
業
と
し

て
、
総
事
業
費
四
，

O
O
O
万
円

で
、
敷
地
面
積
一
，
九
五
九
ぱ
に
、

二
六
二

・
九
九
ぱ
の
近
代
的
な
集

会
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
所
は
、
車
椅
子
で
の
入
所

も
可
能
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
施
さ

れ
、
各
所
に
や
さ
し
い
造
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。
大
広
間
は
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
空
間
で
各
種
会
合
に

最
適
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
殿
堂
と
し
て

有
効
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
3
月
お
日
に
は
竜
崎
区

主
催
の
落
成
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

7 
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二人の作昂を堪能
岩谷さんと
川田さんのこ人民
書道の岩谷住堂さん(中)と絵画の)11田正裕さん

(岩法寺)の二人展が村就業改善センターで行われ、

大勢の方が鑑真に訪れました。
岩谷さんの力強さと繊細な筆の流れ、 )11田さん

の麗景画を主とした爽やかな作昂群は、鑑員に訪

れた万々に感動を与えていました。

，..、，

う
れ
し
い
な
あ
、

年
生

ト
ラ
ハ
イ
工
事

安
全
祈
願
祭

地
域
高
規
格
道
路
司
福
島
空
港
・

あ
ぶ
く
ま
南
道
路
」
(
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
ハ
イ
ウ
エ
ー
)
の
小
高
地
区
安

全
祈
願
祭
が
小
高
宇
高
原
地
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

村
か
ら
は
、
車
田
村
長
や
地
権
者

の
方
々
が
出
席
し
て
、
工
事
の
安
全

を
祈
り
ま
し
た
。

小
高
工
区
は
、
阿
武
隈
川
か
ら
長

さ
八
七
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
一
一
メ
ー

ト
ル
の
区
間
で
行
わ
れ
る
工
で

す。

平成11年4月広報たまかわ

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と

グ
旗
持
ち
入
学
d

百
年
以
上
の
伝
統
を
も
っ
川
辺
小

学
校
新
入
学
児
童
の
お
祝
い
を
す
る

旗
持
ち
入
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
川

辺
八
踏
神
社
に
集
合
し
た
新
入
学
児

童
は
名
は
、
上
級
生
手
作
り
の
日
の

丸
の
旗
を
持
っ
て
、
岩
谷
宮
司
か
ら

健
威
、
学
業
成
就
、
交
通
安
全
の
御

就
い
を
受
け
ま
し
た
。

川
辺
小
学
校
ま
で
の
道
の
り
を
在

校
児
童
と
保
護
者
が
い
っ
し
ょ
に

H

の
丸
の
旗
を
持
っ
て
登
校
し
ま
し
た
。

• 

がらくた市の収益金
一部を村祉協へ贈呈

8 

須釜の惹能番

大集合

須
釜
地
区
の
唄
や
踊
り
な
ど
の
愛
好
者
に
よ
る
発
表
の
場
と
し
て
一
恒
例

の
第
7
間
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
須
釜
芸
能
の
集
い
が
い
つ
わ
会
の
主
催
で
聞
か
れ

ま
し
た
。

出
演
者
全
員
に
よ
る
吋
さ
ん
さ
時
雨
」
の
唄
で
開
演
す
る
と
カ
ラ
オ
ケ
、

民
謡
な
ど
の
唄
や
踊
り
な
ど
日
の
出
し
物
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ

の
自
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

1
金
は
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

大
鏡
「
も
う

人
の
私
」
を
贈
呈

須
釜
中
卒
業
生
が
学
校
へ

平
成
凶
年
度
須
釜
中
学
校
卒
業
生

同
が
、
卒
業
記
念
と
し
て
母
校
に

大
き
な
一
枚
鏡
を
贈
り
ま
し
た
c

こ
の
鏡
は
、
縦
2
メ
ー
ト
ル
、
横

2
・
6
メ
ー
ト
ル
と
大
き
な
も
の

で
、
学
校
正
面
玄
関
を
入
っ
た
と
こ

ろ
の
階
段
の
踊
り
場
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
鏡
の
名
前
を
卒
業
生
か
ら
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
大
越
盟
美
さ
ん
の

「
も
う
一
人
の
私
」
に
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
鏡
に
は
、
「
鏡
を

見
つ
め
て
自
分
自
身
の
心
を
見
つ
め

る
。
姿
や
形
だ
け
で
な
く
、
人
の
内

一
面
ま
で
見
え
る
よ
う
に
」
と
の
意
味

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

思
締
に
は
、
心
の
教
育
を
期
待
し
、

後
輩
た
ち
に
心
の
や
さ
し
さ
の
大
切

さ
を
込
め
た
貴
重
な
贈
り
物
と
な
り

ま
し
た
。

そ
し
て
、
卒
業
生
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
道
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽
ば

た
い
て
行
き
ま
し
た
。

窓港テナント会の皆さんから

福富空港どん内で営業している業者で組織してい

る福島空港テナント会(笹沼茂夫会長)では本年 1
月と2月に空港ビん内で開いた感諾祭「がらくた市J
の収益金の一部5万円を村社会福祉協議会に寄付しま

した。

テナント会の役員の皆さん3名が村役場を訪れ

「撞祉に役立ててくださいjと室田村社福祉協議会長

に手渡しました。

新 1年生へお守を贈る

本年度、村内の小学校に入掌を予定している児童

84名に北須釜老人クラブ(草野今朝夫会長)から手作

りのお守りが贈られるごとになり、教富委員会で贈呈

式が行われました。

このお守りは、北須護老人クラブ会員の矢吹トメミ子

さんと矢吹サイさんがタオjし生地でうさぎの形に作っ

たもので、児童が交通安全に遷わないようにとの願い

が込められたものです。

なお、お守りは、入学式当自に各学校から児童に贈

られました。

北須釜者人クラブの皆さん

北
須
釜
消
防
団
に

小
型
積
載
車
を
配
車

村
消
防
団
北
須
釜
分
自
に
新
し
い
小
型
消

防
ポ
ン
プ
の
積
載
者
が
配
車
さ
れ
ま
し
た
。

引
渡
式
は
、
役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
「
引

渡
晶
一
一
日
』
が
車
田
村
長
か
ら
佐
久
間
村
消
妨
凶

長
へ
、
吏
に
佐
久
関
団
長
か
ら
草
野
直
一
北

須
釜
分
間
長
へ
と
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
積
載
車
は
、
ト
ヨ
タ
ト
ヨ
エ

i
ス

二
八

C
C
C
C
、
d
W
D
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
で
、

引
渡
を
受
け
た
北
須
釜
の
分
団
員
は
、
新
車

導
入
を
機
に
吏
な
る
士
気
の
高
揚
を
誓
い
合

っ
て
い
ま
し
た
。

• 
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自動車税はお早めに

~いずみ却稚園卒菌武力、ら~

審の行政相談週間

@80 
fパソコンネット沼郡山j

無料会員募集!
テクノポリス圏域の市釘村(郡山市、須麓川市、鏡石軒、石川軒、

玉川村、三番町)により構成される郡山地域ニューメディア-コミ
ュニティ事業推進協議会の事業計画において、平成11年2月22自
に r)¥ツコンネット・郡山jの古川アクセスポイン卜(石川サブセ
ンター)が開設されました。とのことにより、玉川村でも市外通話
料室から市内通話料金による安価な費用で{パソコン通信jができ
るよう{ごなりました。

これを契機{こ、 r) ¥ソコンネット郡山jの個人会員を募集いたし
ますので、ご希望される方、パソコン通信に興味のある方はぜひ下
記電話番号までお問い合わせください。

ヨJ圏直Y@の健康とよみ

..j采

{采

午前10時~

3歳児健診

午後 1時~

機能言11練19日(月)

30日(金)

量4月

掴5月

自動車税は、毎任4月 18現在に自動車在所奇

している(陸運事務所に登録している)方に対し

て、 6月31日を納期限として課税されます。

納税通知書は、 5月中自に送付されますので、

早めに納めましょう。

なお、身体霞害者や精神薄弱者等の方で、一定

の条件に該当する場合に自動車税が減免される制

度があります。該当する方は、次の書類を添えて

5月24日までに申請してください。

{減免申請に必要な書類等(初めて申請する場合)]

1 自動車税減免申請書

2 身体障害者手帳、戦信病苦手帳又は麓詩手帳

3 運転する万の運範免許証

4 自動車損査証(車検証)

5 家族の万が運転する場合には、嘉体障害者等

のために運転する旨の証明書

納税義務者(障害者等)の印鑑

納期限は5月31日です

ん
さ正霊山

員

組

火

V

回
土

慌
百
六

蓄の行政相談週間中に相談員が臨時相談所を開設します。

お気軽にご来所ください。

Itl月日 5月18日(火)

Itl場所及び時間 @役場北庁舎(9時~12時)

@須釜公民館(13時30分~168寺)

(5月17日.......5月23日)
【パソコンネット郡山の特徴}
①入会主・利用料は無料です。(電話料は各自の員控です。)
②Webブラウザ(ネットスケープコミュニケータ一、インター

ネットエクスブ口ーラー)からもアクセスが司能です。
③インヲーネットへの電菩メーjレの送受信が可能です。

{宗

午前10時~

1歳児棺談会

機能訓練12巴(火)

14自(金)

午後 1時30分

19日(水) ポリオ予間接種・・・・・・ ・・・・・・・・・・・須 陪い合わせ先
郡出地域ニューメテeイア・コミュニティ事業推進協議会

千963-0101
郡山市安積前日出山宰北千保19番8
撞島祭産業交流会館3階
岱 …947-4475須:須釜公民館

:受付時間

午後 1時~

(泉:保健センター

石保:tiJ11保健センター

村{建!葉福祉課の保健業務の事務所が4月8日か

ら村保健センターへ務りました。

保健業務は、主仁乳幼児の健診、各種予防接手妻、

機能訓練、健康相談などです。新しい事務所の電

話は直接電話(岱37-1024)です。

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

!手 く翻 礼申 し上 げま す。 (村 社会 福祉 協議 会)
記

・/11辺の根本苦ー勇さん

@東京と;":/11会から『ふるさと福祉事業i
として 146，448丹

・福島空港テナント会から ぬ，000円

勉
強
会

。
老
若

志
が
集

み
ま
せ
ん

か

。

私

が

臼

の

長

」

を

活
か
し
て
、
俳
句
道
の
ご
案
内
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

志
あ
る
方
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

av現
代
俳
句
協
会
福
島
地
区
幹
事

福
島
県
俳
句
作
家
懇
話
会
常
任
理

、
俳
誌
「
握
手
」
無
鑑
査
・
同
人

竹
林
仁
(
川
辺
字
武
道
)

岱
五
七
i

四
六
O
五

バ
松
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か

平
成
問
年
度
の
レ
デ
ィ
ー
ス

セ
ミ
ナ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
美
街

講
座
「
水
彩
画
に
親
し
む
」
を
契
機

と
し
て
、
今
後
も
続
け
た
い
と
い

-中の高林浅男さん

・竜崎の仁井出佑!h1Sさん
@蒜坐の矢吹晋市さん

・竜崎の佐藤重孝さん
eチャリティー須釜芸能の集い

実行委員会から 35，000円

お誕生おめでとうございます|
(3月届出分)

保護者名

謙

5
州
織
さ
希
以
渉

i

J

 

ιい
し
史
さ
彩

的

根

針

田

出

関

小

須

旭区

小高

中

四辻新田

1，775戸 (-9)

7，586人(-21)

村のようす
(11$4月1日現夜)

管
轄
畠
V
2

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

正
月
五
日
大
阪
便
ど
い
う
機
彰
里
に
、
初
春
の
光
を
か
え
す

降
る
雪
が
棒
の
花
を
薄
紅
に
染
め
て
大
衆
、
の
庭
は
な
や
け
し

う
戸
が
あ
り
、
レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ミ

ナ
ー
最
終
回
の
折
に
「
絵
画
サ

l

ゼ
発
足
し
よ
う
と
い
う
気

ま
り
ま
し
た
。

4

描
く
こ
と
が
貯
き
な
人
」

り
、
余
暇
を
活
用
し
て
潤

る
生
活
の
一
助
に
な
れ
ば

間
を
募
り
ま
す
。

吉
田
ハ
ツ
子
(
岩
法
寺

岱
五
七
l

二
八
一
一

頭
の
ス
ポ
ー
ツ

将
棋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

こ
の
度
、
公
民
館
よ
り
支
援
を

受
け
ま
し
て
日
本
伝
統
文
化
の
ひ

と
つ
「
将
棋
」
の
愛
貯
会
『
玉
川
将

雄

(2月届出分)

年齢世帯主名

92 善勇

74 晋市

88 浅男

43 正

78 佑

88 

死亡者氏名

根本ミツ

矢吹 晋作

高林セイ

出正一

仁井田郡次

佐藤

地区

]11 辺

蒜生

竜 1I1奇

3，736人(-11) 

【
納
期
限
は
4
月
お

B
(開
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

3，850人(-10)

今
月
の
納
税

国
民
年
金
保
険
料

4
月
分

村
公
民
館

長十

切みも

寸
、兵?

υ、

益
部
木
さ
み

流
豆
群
見
ん
ど

L
た
る
も
寝
ね
す
ぎ
て
夢
は
空
へ
の
竜
の
逆
巻
き

生十

愛
子

円
卓
の
慣
れ
ね
メ
二
ュ
!
に
戸
惑
‘
フ
も
異
国
の
美
酒
で
に
ド
さ
わ
う
一
行

新
選
の
戒
に
趣
向
を
凝
ら
す
秋
生
け
花
展
は
み
や
が
を
競
う

%、
F 

Z包

)lJ 
田

小
針
み
ね
子

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
目
盛
り
志
れ
の
ワ
納
め
勿
体
無
い
が
先
に
立
ち
つ
つ

川
崎

主主
子

10 5月 11 日(火)~5月20日(木)までの10自問審の交通安全運動チャイルドシートでボクの未来jスロー刀ン「守ってね奮の交通安全運動11 
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私
の

プアニュィニア ふ
¥る
さ
と

ー
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
(
シ
ド
ニ
ー
)
|

ア
ン
ナ
・
タ
ペ
レ
ル
さ
ん

(
小
高
・
村
英
語
指
導
凱
手
)

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
す
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
動
物
は
と
て
も
珍

し
く
て
か
わ
い
い
動
物
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
カ
ン
ガ
ル
ー
や
コ
ア
ラ
や
プ
ル

タ
プ
ス
は
、
世
界
中
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
し
か
住
ん
で
い
な
い
と
て
も
貴
重

な
動
物
で
す
。

ま
た
、
自
然
が
造
り
出
し
た
地
形

が
大
変
珍
し
い
国
で
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
「
エ
ア
l
ズ
・
ロ
ッ
ク
」
と
一
吾
、
っ

石
。
こ
れ
は
世
界
で
一
番
大
き
い
石

で
す
。
「
グ
レ
ー
ト
・
バ
リ
ア
・
リ
ー

フ
」
は
、
珊
瑚
礁
が
あ
っ
て
、
と
て
も

き
れ
い
な
魚
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
日

シ
リ
ー
ズ
今
日
の
食
卓
⑫

今
月
の
お
題
は

「
お
い
し
く
食
べ
て
健
康
に
な
る
為
に
」

長
い
間
、
偏
っ
た
生
活
習
慣
(
運
動
、
喫

煙
、
飲
酒
、
食
習
慣
な
ど
)
に
よ
り
必
歳
過

ぎ
く
ら
い
か
ら
多
く
現
れ
る
高
脂
血
症
、

脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
癌
な
ど
を
ま
と
め
て
生

活
習
慣
病
と
い
い
ま
す
。
こ
の
生
活
習
慣
病

に
は
、
ス
ト
レ
ス
や
遺
伝
的
な
も
の
も
大
き

く
関
係
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
「
食
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
い
し
く
食
べ
て
健
康
に
な
る
食
事
を

紹
介
し
ま
す
。

{切り毘布の梅肉和えj

1人分8キロ力ロリ…

ワンポイントアドバイス

チューブの練り梅を使

うとより簡単。切り昆布

が闘い時はさっと湯を通

すとよい。

料 (4人分)一

@切り干し罷布~乾30g

・梅干し~2個

@削りガツオ~5g

・j酉50cc

・醤油~小さじ 1

一材

本
の
沖
縄
に
似
て
い
る
か
な
。

は
る
か
昔
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
い
う
原
住
民
し
か
す

ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ギ
リ
ス

の
植
民
地
と
な
っ
て
世
界
中
か
ら
移

民
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
と

て
も
多
く
の
人
種
が
住
ん
で
お
り
、

私
や
友
達
の
親
は
、
た
い
て
い
ハ
ー
フ

で
す
。
い
ろ
ん
な
人
々
が
集
ま
っ
た

関
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
と
て
も

明
る
く
に
ぎ
や
か
な
国
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
余
暇
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
せ
る
環
境
が
と

て
も
よ
く
整
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
夏
に
な
る
と
よ
く
家
の
庭
や

公
園
や
海
岸
や
ベ
ラ
ン
ダ
で
家
族

や
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。

※
先
月
の
答
え

5
「涙」

ち一一

①切り毘布はもどし、 3~4cmrこ切る。期干し rd:，謹を

とり、梅肉を包丁でたたき刻

み、ともにボーんに入れる。

②濯を煮立て、アルコール分を

とばし、醤油を加え、ひと煮

して熱いうちに①に加え、削

り力

おいて昧をなじませる。

り一一回作

『人生イカに生きるかJ

横浜市青葉匿

奇賀道夫さん

(南須釜出易・育鐘隆幸さんの弟)

心に残る
我がふるさと

盛
春
の
候
、
玉
川
村
の
み
な
さ

ん
、
東
京
玉
川
会
の
み
な
さ
ん
お

元
気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

時
の
た
つ
の
は
本
当
に
早
い
も

の
で
す
。
私
は
昭
和
初
出
年
3
丹、

紙
袋
ふ
た
つ
に
「
夢
」
と
「
希
望
」
と

少
々
の
お
金
を
詰
め
込
ん
で
故
郷

を
あ
と
に
し
て
早
く
も
幻
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。

就
職
後
間
も
な
い
頃
の
実
家
へ

の
道
路
は
ど
の
ル
ー
ト
を
通
っ
て

も
砂
ぼ
こ
り
の
た
つ
未
舗
装
道

路
。
東
京
か
ら
知
人
を
実
家
に
招

待
し
た
と
き
「
田
舎
だ
ね
|
」
と
言

わ
れ
た
事
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
長

野
県
茅
野
市
へ
転
勤
し
て
ピ
ッ
ク

リ
、
農
道
ま
で
も
が
舗
装
な
の
で

す
。
当
時
の
玉
川
村
と
の
差
は
大

変
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
は
胸
を
張
っ
て
「
空
港
の

あ
る
玉
川
村
」
と
言
え
る
村
を
誇

り
に
思
う
と
同
時
に
村
の
発
展
に

努
力
さ
れ
て
い
る
村
長
さ
ん
、
村

民
の
方
々
へ
は
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

無
芸
、
無
趣
味
だ
っ
た
私
が
今

「
釣
り
パ
カ
日
誌
」
を
地
で
行
く
生

活
に
ド
ッ
プ
リ
と
は
ま
っ
て
い
ま

す
。
相
手
は
イ
カ
(
ス
ル
メ
、
ヤ

リ
イ
カ
)
で
す
。
朝

4
時
起
床
、

一
二
浦
半
島
は
長
井
港
か
ら
乗
船
、

城
ケ
島
沖
が
釣
り
場
で
、
昨
年
6

月
か
ら
毎
週
通
っ
て
い
る
状
態
で

す
。
福
島
出
身
の
釣
り
仲
間
も
出

来
て
田
舎
の
言
葉
を
交
わ
し
な
が

ら
の
釣
り
が
で
き
船
酔
い
の
し
な

い
体
に
産
ん
で
く
れ
た
親
に
感
謝

し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

(
釣
果
は
イ
マ
イ
チ
)
。

東
京
玉
川
会
の
み
な
さ
ん
と
ご

一
緒
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

7
月
の
東
京
玉
川

会
総
会
を
楽
し
み
に
し
つ
つ
「
釣

り
パ
カ
」
は
、
こ
の
週
末
も
春
、
つ

ら
ら
の
城
ケ
島
沖
で
し
ょ
う
。

12 




